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一二の多汁植物 の日長反応 と植物

体 内生理條件変化 との関係*

田口亮平†

Photoperiodic reaction in relation to the physiological 

        changes in some succulent plants 

 Ryohei Taguchi

多汁植物のキ リンソウ(SedamKamtsehaticam)及 リュウキュウベンケイ属の一植

物(KalanchoUBIossfeldiana)等 では,日 長條件がそれ等植物の葉の多汁度に影響 し,

短 日條件が これを増大せ しめることが知られている.1'2・3'4)ここに報告せんとするのはキ リ

ンソウ及 トウロウソウ(BryoPhyllumcalycinam)の 日長反:応と,こ れに伴 う植物体

内生理條件の変化 との関係に就いて である.

本研究途行に当 り懇切な御指導を賜つた纐纈理一郎博士に対 し深甚なる謝意を表する.

1.実 験 材 料 及 方 法

キ リンソウは植木鉢に挿木 し,或 は前年に挿木によつて増殖 した ものを株分けして植木

鉢に栽植 して供試 し,ト ウロウソウは葉 より再生せ しめた幼植物を植木鉢に植えて用いた.

供試材料が活着後短 日(8時間),自 然日長,長 日(20時間)下 に置き,15日 乃至122日

経過俵測定 に供 した.日 長処理の詳細は各実験成績表に脚註として附 した如 くで ある.本
　 ロ ぢ り

実験は福岡市 九州大学農学部 にて行つた.

実験材料の採取は午前6時 乃至7時 に行い,組 織圧搾汁は細切 した組織 を乳鉢 にてす り

つぶ し,水 圧式圧搾機 にて搾汁後遠心分離 して屈折率(Abbe氏 屈折計を用い,20℃ に

て測定 し,屈 折率 よりSch6nrock氏 表により可溶性物質濃度 を求めた)・ 比電気伝導度

・滲透圧(氷 点降下法 による)等 の測定 に供 した 又常法に従つて組織の含水量 ・組織粉

末比重5)・組織粉末の吸温度6)・ 組織粉末の加水浸出液の屈折率8)等 を測定 し,含 水量は

対乾量或は対粉末容積に対 して表示 した.

II.実 験 結 果

キ リンソウ ・トウロウソウ各4回 つつの実験 を行い,各 材料に就いて は各回殆ん ど同義

の結果を得たので,そ れぞれ代表的な成績に就いて 蓮べる.

(1)キ リンソウの日長反応

自然 日長 ドのものに比 し短 日Fで は茎長が著 しく短か く,節 間がつま り,地 下部に於け

*1950年 日本植物学会第14回 大会 にて講演.

†信 州大学繊維学部(長 野縣上 田市)
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る参芽の形成が著 しく促進 される(第1表).長 日下では茎長が大 とな り,節 間が明らか

に長 く,開 花は促進 されるが,冬 芽の形成は起 らない.葉 は自然日長区に比 し短日区は葉

面積が小 さく,葉 の厚 さが大 とな り緑色が濃い.長 日区は葉面積が大で厚 さが薄 く,緑 色

が薄 く黄色味を帯びる(第1表)..

第1表:日 長 條 件 とキ リン ソウ1)の 発 育*.

1)前 年秋挿木 した ものを1942年4月25日 栽植,5月2日 日長操作開始,6月11日 測定.

2)葉 の長 さと巾 との積.
*各 日長区 の数値は自然 日長区 の実数を100と した比数にて示す .・一は着蕾或は多芽の形

成の起 らない こと,+は 起つた ことを示す.+の 数は程度を示す.

(II)ト ウロウソウの日長反応

茎長は自然 日長区に比 し短 日区は小,長 日区は木 で,葉面積は短 日区は著 しく小さく,長

日区は自然 日長区に比 し幾分小 さい

が茎の上の方の節に着生する葉(主

として長 日下にて生長 した葉)は 長

臼区の方が明かに大である.葉 の厚

さは自然 日長区に比 し短 日区は著 し

く厚 く,長 日区は薄 く(第2表),k

灘 冨欝 日撫 器器
日長條件の如何を問わす,着 蕾 ・開

花が認められす,地 下部 に於ける冬

芽 の形成 も全然起 らなかつた.

第2表;日 長 條 件 と トウ ロ ウ ソウ1)の 発 育 †.

1)前 年秋葉 より再生 きせた幼植物 を1942年5

月5日 栽植,5月9日 日長操作開始,9月8日

測定.

†第1表 に同 じ.

(III)日 長條件とキ リンソウの体内生理條件め変化

実験結果 に依れば(第3表),自 然日長 区に比 し短 日区は葉の含水量が明かに大であるが,

長 日区 と自然日長区は大差がない.粉 末比重並に葉の組織粉末浸出液の濃度は短 日区は自

然日長区に比 して明かに犬で,短 日條件たよる葉の多汁度の増大 と組織の総合的物質充実

とは相伴つてい るのが見 られ,組 織粉末の吸温度 は短 日区が大で,自 然日長区とれに次ぎ

長 日区が最 も小 さく葉の多汁化 と組織粉末吸温度 の大小 との間に密接な関係あるを示 して

いる・長 日区が自然 日長区に比 して粉末比重並に粉末浸出液濃度が高いのはこの区の植物

は着蕾 して居 り,花 熟に件 う増大 と考えられる.
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第3表:日 長條件 とキ リソ ソウ1)の葉 の生理條件の変化*.

.1)1941年8月23日 日長操 作 開 始,

10月6日 測 定.

2)全 個 体 着蕾・.

一1)1942年5月2日 日長 操

作 開 始,6月1!日 測 定.

2)全 個 体 着 蕾.

3)n評 に よる ・'
、

n:圧 搾 汁屈折率 よ り求め

た濃度(%)

W=組 織含水量(9/g)

*第1表 参照.

組織圧搾汁の濃度は短 日区は自然 日長区に比 して小であるが,こ れは短 日区の含水量が

大である為見掛け上低 くなつているものと思われ,3区 が等 しい含水量 をもつ ものと仮定

した場合の濃度(修 正組織圧搾汁濃度)を 比較すると,短 日区が最大で,自 然 日長区これ

に次 ぎ長 日区は最 も小であり,組 織粉末の吸温度 と李行的な関係 にある.而 してこの修正

組織圧搾汁濃度の各 日長区間の差ば下部 の葉 より上部の葉に於て明らかである.

(IV)日 長條件とトウロウソウの体内生理條件の変化t

日長條件による葉の多汁度の変化 と,体 内生理條件の変化 とは(第4表),キ リンソウ

の場合と殆んど同様であるが,本 植物に於てより牛撚 としているのは本材料では何れの日

長 下で も着蕾 ・開花が起 らす,従 つて薙熟に件 う生理條件変化の襖雑化がない為 と思われ

る.即 ち葉の組織含水量は短 日区が最 も大で自然 日長区これに次 ぎ長 日区が最 も少く,粉

末比重,粉 末吸撚度,及 粉末浸出液濃度は全 く多汁度ρ変化 と平行的関係にある.

組織圧搾汁の濃度はキ リンソウの場合と同様 に自然 日長区に比 し短 日区は明かに小で長

日区は自然 日長区と大差な く,比 電気伝導度及滲透圧に就いて も大体同様であ り,組 織圧

搾汁の可溶性物質の濃度には電解質の含量の多寡が大 きな関係 をもつ ことが推定 される.

含水量の影響を除去 した修正組織圧搾汁濃度及修正組織圧搾汁滲透圧はやは り多汁度の大

な短 日区が最大で,自 然 日長区はこれに次 ぐが,多 汁度の小 さい長 日区では明かに低い.
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第4表:日 長 條i件 と トウ ロ ウ ソウ1)の 葉 の生 理 條 件 の変化*・

1)1941年8月21日 栽 植,8月23日 日長 操 作 開 始,10月12日 測 定 ・

*第1表 参照.

III.考 察 並 に 総 括

キ リンソウ,ト ウロウソウ共 に短 日下では自然 日長 下のものに比 し葉の面積は小とな り,

葉が厚 くな り,形 態的に葉の多汁化の充進 を示すと共 匠含水量は大となつて,著 しく多汁

度が増大 するのが見 られ,長 日下では自然日長 下のものに比 し葉面積は犬 となる傾向を示 一

し葉が薄 くな り含水量は小 となつて,葉の多汁度が明かに滅退する,日長條件によつて誘致

せられた斯る葉の多汁度の大小 と葉の組織粉末比重及組織粉末の吸漫度 とは全 く平行的関

係にある(キ リンサウの長 日区の粉末比重が自然 日長区より大であつたのは,花 熟に伴う

物質充実度の増大によるものと推定 される10)).植 物体の多汁度は組織粉末比重に よ りよ

く比較 し得 られ16),又 組織の水分保有能力と粉末比重との間には正の相関があるとされて

いる7?.短 日條件は恐 らく多汁植物の葉内物質の転化転流の様相 に影響 し,組 織の綜合的

物質充実を来さしめ,叉 一面吸温度 の大なる物質の葉内滞積 を来さしめて組織の水分保有

力が大 となり,'これに伴つて 葉の多汁度が増大するものと推定 される.含 水量の多寡によ

る可溶性 物質の見掛上の濃度変化 を除外 した 修正組織 圧搾汁濃度12)14)及組織粉末加水浸

出液濃度8)は組織の可溶性物質の充実度 を良 く示すものであるが,と れ等の値が短 日区が

最大で,自 然 日長区これに次 ぎ長 日区に最 も低い ことは,前 記の推定 を裏書きするもので

ある.日長條件による葉の形態的変化が,日長処理を始めた後に出たところの茎の上の方に

着生する葉に特にはつ きり現われるのは,日 長條件が葉内の物質の転化 ・転流に影響 し13),

従つて後から形成される葉の形態に大きな影響を及ぼした ものと推定 される.含 水量の変

化を考慮に入れた組織圧搾汁の滲透圧(修 正組織圧搾汁滲透圧)は 滲透圧的に作用する物

質の増減を知 る為に利用せ られているrb99'11'15),この値の大小と多汁度の大小とが 相伴 う
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(この表は前頁 の第4表 に続 く).

1)1942年5月5日 栽 植,5月9日 日長操 作 開 始,9月8日 測 定.

2)第3表 脚註3)参 照 ・<

・3)a×bに よ る .・a:組 織 圧 搾 汁滲 透 圧(気 圧)1。

b・ 組 織 含水 量(9/9)

ユ

のは,葉 の日長による多汁度の変化 と滲透圧的に作用する物質 とが密接な関係にあるを思

わせる.爾 組織圧搾汁の 比電気伝導度と滲透圧 とに於て 自然 日長区の値を100と した他

の日長区の値の比数 とがほぼ似た数値を示すのは・滲透圧的に作用する物質の増減に電解

質が相当関係深い ことを示 している・

以上の結果 を綜合するに日長條件による多汁植物の葉の多汁度の変化と葉の組織の綜合

的物質充実度の変化 とは相伴つて いる.而 して短 日條件による葉の多汁度の増大には,吸濕

度の大なる物質の葉内滞積が関与 してお り,日 長條件は斯かる物質の葉内滞積に影響する

ものと認 られる.
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 Résumé 

The leaves of Sedum Karntschaticum and Bryophyllum calycinum grown 
in the short-day condition are smaller in size, markedly greater in thickness, 
evidently higher in water content and consequently more succulent than those 
of the plants grown in the natural-day condition, while the leaves grown in 
the long-day condition are larger, thinner, less in water content and consequent-
ly less succulent than those grown in the natural-day condition. In Sedum 

the short-day condition .retards the flowering and hastens the formation of 
underground winter buds, whereas the long-day condition hastens the flower-. 
ing and suppresses the formation. In Bryophyllum the flowering and the 
formation of under-ground winter buds could not de observed in any day-length 
condition so far as this experiment was concerned. 

   The dry matter content of pressed juice obtained by its refractive index 

in the leaves of -short-day plots of Sedum and Bryophyllum, the osmotic 

pressure and specific electrical conductivity in pressed juice of the leaves of 
the short-day plot of Bryophyllum are much smaller than those values in 
the leaves of the natural-day and long-day plots; the above fact reveals that 
the concentration of dissolved materials in pressed juice of the short-day 
leaves is lowered relatively in appearance by the greater water content of the 
leaves. In spite of the fact, in Sedum and Bryophyllum the spesific gravity 
and hygroscopic capacity of tissue powder, the dry matter content of watery 
extract of tissue powder and "corrected concentration index" of the pressed 

juice are much greater in the short-day leaves than the values in the natural-
day and long-day leaves! The "corrected concentration index" of pressed juice 
is the value of the concentration of pressed juice from which the concen-

tration changes caused by the changes in water content of the plant are 
eliminated ; the formula for the calculation is as follows : the dry matter content 
of pressed juice obtained from its refractive index x the water content then 
existing in the plant. 

    From the above mentioned results it is concluded that the increased 
succulency of the leaves of Sedum and Bryophyllum in the short-day condi-
tion is accompanied by an indication of the increased dry matter content in 

the leaves, especially by the accumulation of hygroscopic substances in the 
leaves.. 

                                            (Shinshu University, Ueda)


